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＜デイケア利用者様事例検討＞

高橋　洋子　様（58）統合失調症

デイナイトケア利用年数：1年3ヶ月

治療計画：① 運動プログラムの参加を促し、運動する機会を作っていく。

②ＳＳＴや個別指導を行い、対人能力を身に付けていく。

③本人様が興味を持って行える作業を見つけ、体調不良の意識から遠ざける環境を作っていく。

検討内容：治療計画の見直し、今後の対応

○本人の様子

· デイナイトケア利用率はほぼ100％。

· 運動プログラム時、膝痛を訴え見学希望されるが、スタッフが出来る範囲で行うよう促すと、椅子に座り上半身のみ行うなど、自分で工夫され体操に参加出来ている。

· 他者に大声で注意すること度々あるが、他者と会話している様子はあまりみられていない。

· 作業療法プログラムでは、自分でぬり絵を準備され、黙々と行われている。

· 最近、体調不良を訴える事はない。

· 体重は先月に比べ２kg増加しており、最近、食欲があると話されている。

· 家では、食器洗いなど手伝われていると話されている。

· 土日は買い物に出かけているとのこと。

○今後の対応

· 治療計画の①は達成できている。②③の治療計画は継続していく。

· ご家族から家での様子を聞き情報交換していく。

· デイケア利用での目標はほぼ達成できている為、担当医に今後のケア方針について相談する。

＜SST報告＞

○実施したＳＳＴの様子報告

デイケア

　お題　　　　：本やCDを他者に貸しているが、どうすれば良いか？

　　　　　　　　利用者様からお題提供あり。本を23冊とCDを友人に貸しているが、なかなかその友人に会えず、貸した物を返してもらっていない為、また貸しされているかと思い不安だとのこと。

　参加者の意見：一気に貸さず、小分けにして期限を決めて貸せばよい

　お題提供者の意見：今度会えるので、その時返してもらえると思う。次回のＳＳＴ時、本やＣＤを返してもらったか報告する。

デイナイトケア

①グループ
お題　　　　　：店員の対応が悪かった時

利用者様からお題提供あり。オーディオを購入しようとケーズ電気に行って店員に

わからない事を質問したが、店員の対応が悪かったとのこと。お題提供者は、その

時、頭に来た為、違う電気屋に行き、オーディオを購入したとのこと。

参加者の意見：１人の店員の接客対応が悪いからと言って、店の全店員の対応が悪いとは限らない為、他の店員に尋ねる。

　　　　　　　他の店に行ってオーディオを購入しようと思った事は良かったと思う。

②グループ
お題　　　　　：注意された時

　　　　　　　　利用者様からお題提供がなかった為、スタッフが提供。

参加者の意見　：今まで注意された時どうしているかというスタッフからの質問に『①「ありがとう」とお礼を言う②「どうもすみませんでした」と謝る③無言でいる』の３種類の意見が出た。

　　　　　　　　自分が他者に注意した時、その注意した他者が無言でいたときどのような気持ちになるかというスタッフの質問に『①あまり良い思いはしない②頭に来る③謝った方が良い』というが意見が出た。

ロールプレイ　：『入浴時、シャワーがかかったと隣の方に注意され、謝る』という場面設定で実施。

　　　　　　　　ロールプレイ時、注意した相手に、「そんなこと言わなくても言いでしょ。あんたも掛けるくせに」と言い返し、謝る事が出来ない方がいた。その方に対し、振り返りを行ってから、再度、ロールプレイを行った。

○実施し、対応に困った事

ＳＳＴのルールをホワイトボードに張ったところ、「病院みたいで嫌だ。張らなくても良い。みんなで

好きなように話せば良いと思う」と言う利用者様がおられた。ＳＳＴがどのようなものか分からない

メンバーのためにも、流れを把握する為に張った方がよいのではないかと説明するも、「流れを作って

やるのは嫌だ」と話し、拒否的な態度をとっていた。

⇒ＳＳＴ実施する意味や、障害者であるなしに関わらず、社会生活を円滑にするためにＳＳＴは有効である事を説明していく。
＜連絡事項＞

· 監査に向け、リーダーはグループ分のカルテをチェックすること。

· 5/7までに各担当分の経過連絡表を作成すること。作成後、リーダーはSGM・JGMへ報告すること。

＜利用者様情報＞

· 野月　利章　様～本日見学されている。午前中のプログラムに参加され、自分のわからない事など

は積極的に質問している。また、休憩時間では自分から他者に話し掛けるなど

交流も見られている。緊張はあまりしていないとのこと。帰宅前に本日の感想

を本人より聞く予定。

· 大久保　恒夫様～液化ガスの引落がうまくいかなかったとのことで、来所時より表情硬い。他者

がいる場所で、取引の銀行へ電話し、怒鳴り声で話をしている為、スタッフが促し、個室に移動して頂いている。今後、電話をする際は、周りの方の事も考え、個室等で電話するよう説明している。

本日、村上脳神経クリニックに予約していたが、予約時間より受診が１時間

遅れると言われ、頭に来た為、5/7に予約し、帰ってきたとのこと。次は予約時間とおりに受診させて欲しい事を伝えてきたと話される。

· 久保　興介　様～本日、デイケア利用している。表情良く、メンバーやスタッフと会話をしている。

母親の手伝い（ＮＴＴの配達）について「疲れたけどまぁまぁでした」と話す。お母様が担当スタッフと面談を希望しているとのことで、面談の日時はご家族に任せる事を伝えている。

· 我満　奈津紀様～5/8の11：00より市営住宅の見学がある為、行ってくるとのこと。生活保護の

担当職員から、市営住宅に住めるようになった際、娘様が部屋に引き篭りになった時の対策について考えているのか質問があったとのこと。その事についてスタッフにどうすれば良いかと相談されている。部屋を娘様に持たせる時、約束事を作ったり、玄関から直通ではいけない場所（居間を通るなど）にするといった対策がある事を説明している。また、娘様は自分の部屋に鍵をつけたいと希望されているとのことだが、鍵はつけない方がいいこと説明している。

· 本多　富美　様～低温火傷をしたと話す左足をスタッフが確認している。低温火傷した時、お父様

が自宅にあった油紙で応急処置をしたとのことで、皮膚に油紙が貼り付いている。入浴時、あぶら紙がお湯で柔らかくしてからとるよう説明している。

· 田向　玲美　様～「今日は栄養指導はいりません。エアロビに出ます」と話されている。

また、現在、食事内容記録ノートを書いているが、書く欄を埋める為、もっと書くことはないかと思い、ついつい食べてしまうとのこと。スタッフより食事量に気をつけ、運動するよう説明している。

· 田中　正士　様～「足が思うように動かなくなってきた」と表情硬く話される。今後も、本人が訴

えてきた際は、話を傾聴していく。また、引き続き転倒防止に努めていく。

· 柳町　信之　様～昨日、入浴利用時、ナイトケア利用を勧めたら応じられる。「毎週木曜日、ナイ

トケアに来て夕食食べても良いですか？」と話す為、スタッフより良い事を伝

えている。ナイトケア利用に繋げていけるよう今後も促して行く。
＜外来情報＞

· 沢田　三朗　様～生活は順調と話されている。

· 横町　　浩　様～夜間は眠れているとのこと。健康診断のため、内科受診すると話されている。

· 関　　秀治　様～週半ばになると疲れが出てくるため、夜は早めに寝るようにしているとのこと。

5/2～5/6にかけて実家に帰省すると話されている。

· 島浦　美千男様～家族は老人ホームに入っているため、面会に来ないとのこと。青風荘で花見に

行ったと話されている。体重47kgで「減ってきた」と話す。5/8採血予定。

· 久保　興介　様～特に変わりはないとのこと。コントミンを減薬しても体調は変わらないと話す。

· 荒木地　和弥様～夜は眠れているとのこと。食欲も有り、変わりはないと話す。










